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昭
和
四
十
八
年
度
予
算
：
…
②

安
定
的
発
展
を
め
ざ
し
て
－
③

県
営
江
南
土
地
改
良
事
業
…
④

市
街
化
区
域
の
区
画
整
理
…
④

消
防
署
江
南
出
張
所
開
始
…
⑤

零
才
児
医
療
・
老
令
年
金
…
⑤

安
全
コ
ー
ナ
ー
あ
れ
こ
れ
…
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
和
問
題
（
正
し
い
理
解
…
碕

と
認
識
を
深
め
る
た
め
に
）
σ

税
の
コ
r
ナ
ー
…
…
…
…
…
⑧

　　嫌
羅

南小の校舎が完成

　待ちに待った南小学校の校舎が完成しました。昨年の7

月から富田一級建築士の設計で山森建設（株）が工事を担

当してまいりました。

　鉄筋3階建、面積2，｝62㎡で普通教室12、特別教室4の

ほか、校長室、職員室、放送室などがあり、給食用のリフ

ト、手洗場もあります。2階、3階には1．8勉のベランダ
があるほか、屋上に出て、秩父の山々を遠望することも出

来ます。このめぐまれた校舎で、豊かな教育を身につける
子どもたちは、よろこびと感激でいっばいでありましょう。

（5月1日現在）面積…22．34平方キロ1，748世帯＜村勢＞総人ロ“・8，065（男3，988女4，077）
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安
定
的
発
展
を
め
ざ
し
て

村

　
　
　
昭
和
四
十
八
年
度
の
村
政

　
　
は
四
月
よ
り
朝
目
の
昇
る
勢

　
　
い
で
前
進
を
は
じ
め
ま
し
た

　
　
　
　
一
般
会
計
・
国
保
お
よ
び

　
　
水
道
特
別
会
計
の
予
算
な
ら

　
　
び
に
二
十
五
の
重
要
議
案
は

　
　
議
会
の
慎
重
な
る
審
議
の
す

　
　
え
議
決
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
本
年
度
の
予
算
は
、
三
つ

　
　
の
会
計
を
合
わ
せ
て
七
億
一

　
　
千
五
百
二
十
三
万
八
千
円
に

　
　
な
り
ま
す
。

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

　
　
　
　
　
と
り
入
れ
て

　
私
は
執
行
機
関
の
責
任
者
と
し
て
、

あ
く
ま
で
忠
実
な
奉
仕
者
と
し
て
、
積

極
的
態
度
を
堅
持
し
、
新
年
度
の
予
算

編
成
に
と
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
江
南
村
地
域
社
会
の
環
境
整

備
を
は
か
り
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

つ
く
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
豊
か
な
住
民
生
活
を
招
来

・
す
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
高
福
祉
施
策

を
実
施
し
て
生
活
の
安
定
を
期
し
、
地

域
全
体
の
均
衡
と
調
和
の
と
れ
た
繁
栄

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
立
地
条
件
に
照
ら
し
、
住
民

長
　
杉
　
田
　
武
　
喜

の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
住
民
全
体
の

参
加
の
上
に
立
っ
て
、
新
し
い
ア
イ
デ

ア
に
よ
る
行
政
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　
高
福
祉
施
策
で
は

　
　
　
　
　
ど
ん
な
こ
と
を

　
行
政
の
先
取
り
が
流
行
し
て
い
る
現

在
、
国
や
県
の
姿
勢
の
あ
り
か
た
を
検

討
し
合
致
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

老
人
福
祉
を
は
じ
め
、
身
障
児
・
身
障

者
対
策
、
児
童
・
母
子
福
祉
対
策
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
ま
す

　
　
、
『
灘
．
　
、
　
　
　
　
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
達
に
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
を
与
え

る
た
め
、
足
手
ま
と
い
に
な
っ
て
い
る

幼
児
の
健
全
育
成
に
巨
額
の
予
算
を
計

上
し
、
保
育
所
を
建
設
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
老
令
年
金
の
増
額
・
ね
た

き
り
老
人
手
当
・
児
童
手
当
な
ど
に
も

配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
の
機
会
均
等
を
推
進
す

る
た
め
二
年
制
幼
稚
園
を
予
定
し
、
北

幼
稚
園
を
村
中
央
部
に
移
転
改
築
を
い

た
し
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
環
境
整
備
の
第
一
点
は

市
街
化
区
域
内
の
区
画
整
理
を
実
行
し

上
・
下
水
道
の
完
備
し
た
、
住
み
よ
い

住
居
地
域
を
形
成
、
近
い
将
来
に
町
制

施
行
の
足
が
か
り
を
作
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
第
二
点
は
、
北
地
区
農
地
の
基

盤
整
備
を
予
定
ど
お
り
促
進
し
、
第
二

次
農
業
構
造
改
善
事
業
と
併
行
し
て
農

家
所
得
の
向
上
を
は
か
り
、
南
地
区
に

農
民
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
農
協
を
は

じ
め
農
家
組
合
、
婦
人
会
・
青
年
な
ど

の
研
修
の
場
と
い
た
し
ま
す
。

　
第
三
点
は
、
村
内
の
道
路
・
県
道
の

整
備
を
行
な
い
、
利
用
に
適
し
た
交
通

を
保
持
し
、
環
境
衛
生
の
た
め
の
ゴ
ミ

処
理
・
し
尿
処
理
な
ど
広
域
的
見
地
か

ら
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
う
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
働
き
易
い

職
場
、
住
民
に
不
安
を
与
え
な
い
無
公

害
工
場
の
誘
置
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す

今
年
の
予
算
額
は
巨
額
で
す

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
な
う
に
は
、
一

般
会
計
分
総
額
六
億
九
百
余
万
円
の
予

算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
事
業
も
村
内
全
体
の
方
々

国
や
県
な
ど
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

っ
て
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
今
後
、
行
政
へ
の
住
民
参
加
を

お
願
い
し
、
各
種
の
行
政
実
績
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
、
新
し
い
村
づ
く
り
に

全
力
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
全
村
挙
げ
て
ご
協
力
の

程
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（単位千円）

村の財政の組みたて
17，836

2．9％

署
　　　総務費

　　　　67，804

　　　　11．1％

公
嶺
費

／　教育費　　　　　　　＾＾。＾■》一

　116，343　　　　　　　　　　民生1
　　　　　　　　　　　ロ　　　19．1％　　　　　　75，7
　　　　　　　歳　　　出　　　　12，

消防費5．5％609・758千円・衛生
蝸鰹ら

　　　　　土木費　　　　農林水産業費

　　　　　騰、12撚∠

糊
臨

その他4，064

　　0．7％

28，091／
4．6％

15、244

2
．．5％

村税

　120・039、
墾灘19．7％

入蝕㈱

その他
23，520

3．9％

　　　　村　　債

　　　　　110，820

　　　　　18．2％

県支出金　　609，758千円

・73，999

馳動車照型
　　10，600

自動車重量譲与税5，700

）
」

）
）
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（歳

歳入項目別内訳 予算額
（単位千円）

伸び率（％〉 歳出項目別内訳 予算額
（単位キ円） 伸び率（％）一

1村　　　　　　税 120，039 135．9 1議　会　費 17，836 144．8

2地方譲与税 5，700 126．7 2総　務，課 67，8Q4 138．9

3自動車取得税交付金 10，600 113．0 3民　生　費 75，785 446．0

4地　方交付税 191，000 133．6 4衛　生　費 15，244 131．9

5交通安全対策特別交付金 270 252．3 5農林水産業費 124，299 270．3

6分担金及び負担金 12，188 393．2 6商　工　費 2，063 119．8

7使用料及び手数料 5，695 123．1 7土　木　費 126，586 145．5

8国庫支出金 48，079 219．9 8消　防　費 33，706 137．3

9県　支　出　金 73，999 369．9 116，343 120．4

『0財　産　収、入 68 19．1 10公　債　費 28，091 161．6

11寄　　附　　金 1 100．0 11諸支出金 1 100．0

12繰　　入　　金 26，001『134．4 12予　備　費 2，000 100．0

13繰　　越　　金 3，000 100．0

14諸　　収　　入 2，298 101．5

15村　　　　　債 110，820 24．6

歳　入　合　計 609，758 167．1 歳出合計 609，758 167．1

網．
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
水
道

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
　
　
’

　
，
昭
和
四
十
八
年
度
の
業
務
予
定
は

①
給
水
戸
数
　
　
　
　
千
五
百
五
十
戸

②
年
間
総
給
水
量
　
　
　
　
八
十
万
㎡

③
二
日
平
均
給
水
量
　
二
千
百
九
十
赫

　
総
収
入
　
　
三
千
七
百
五
十
七
万
円

事
業
収
益
、
三
千
百
九
十
七
万
一
千
円

資
本
的
収
入
　
五
百
五
十
九
万
九
千
円

　
総
支
出
三
千
九
百
五
十
七
万
三
千
円

事
業
費
　
　
三
千
百
九
十
七
万
一
千
円

※伸び率は前年度の当初予算との対比です・

資
本
的
支
出
　
　
七
百
六
十
万
二
千
円

　
建
設
改
良
費
五
百
八
十
五
万
五
千
円

　
企
業
債
償
還
金
百
七
十
四
万
七
千
円

　
な
お
、
資
本
的
支
出
が
二
百
万
三
千

円
不
定
し
ま
す
の
で
、
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
い
た
L
ま
す
。

　
建
設
改
良
事
業
と
し
て
は
、
有
料
道

路
工
事
に
ょ
ゐ
布
設
替
二
百
万
円
、
地

上
式
消
火
栓
十
基
新
設
の
百
万
円
、
低

圧
地
区
の
給
配
水
工
事
二
百
万
円
の
ほ

か
量
水
器
・
防
毒
マ
ス
ク
の
購
入
費
が

為
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

国
保
特
別
会
計

　
　
前
年
度
よ
り

　
　
　
　
十
四
ダ
団
増

．
．
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
国
保
総

予
算
の
八
十
一
暫
を
占
め
る
保
険
給
付

費
が
老
人
医
療
の
無
料
化
，
・
医
療
費
の

自
然
上
昇
な
ど
に
よ
っ
て
大
巾
な
伸
び

を
示
し
、
収
支
予
算
額
は
、
■
前
年
に
対

し
て
十
四
・
四
響
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
源
に
つ
い
て
は
、
給
付
費
の
増
加

　
　
の

に
と
も
な
い
国
庫
補
助
金
の
増
額
が
見

込
ま
れ
、
前
年
よ
り
三
、
十
一
・
六
響
増

を
計
上
し
、
保
険
税
で
は
．

最
小
限
の
十
一
響
増
税
に

と
ど
め
ま
し
た
。

　
保
険
税
は
療
養
諸
費
の

半
額

　
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が

な
ど
で
診
療
を
う
け
た
場

合
、
村
か
ら
お
医
者
ざ
ん

に
支
払
う
お
金
は
、
一
．
年

間
で
お
よ
そ
五
千
三
百
四

十
八
万
円
で
、

　
一
世
帯
当
り

　
　
五
万
八
百
八
十
三
円

　
一
人
当
り
で

　
　
四
千
五
百
六
十
八
円

　
保
険
税
で
み
ま
す
と
，

　
一
世
帯
当
り

　
　
二
万
四
千
百
四
十
円

：
一
人
当
り
で

　
　
　
六
千
九
百
十
二
円

と
い
う
計
算
に
な
り
、
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
は
療
養
の
給

付
費
と
し
て
村
か
ら
お
医
者
さ
ん
に
支

払
う
額
の
お
よ
そ
半
額
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
任
意
給
付
に
八
十
一
万
円
、

　
任
意
給
付
と
し
て
は
、
助
産
費
一
万

円
・
育
児
手
当
金
一
千
二
百
円
・
葬
祭

費
五
千
円
が
，
一
件
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
支

給
さ
れ
ま
す
。
・

国
保
の
現
況
（
昭
48
・
5
・
1
現
在
）

加
入
世
帯
数
　
　
　
一
千
五
十
一
世
帯

被
保
険
者
数
　
　
三
千
六
百
七
十
一
人

加
入
率
　
　
　
　
　
四
十
五
・
五
欝

　　　　　昭和48年度国保特別会計

匿玉］　予算額65・9・7千円 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
　
等
　
費
　
出

6

水
道
週
間
査
夏
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
七
日
ま
で

　
　
水
は
空
気
と
と
も
に
私
達
の
生
命
を

　
守
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
出
来
ま
せ

　
ん
。
飲
物
、
炊
事
、
洗
た
く
、
お
風
呂

　
な
ど
身
近
か
な
生
活
か
ら
農
・
工
業
用

　
水
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
水
の
恩
恵

　
に
浴
し
て
い
ま
す
。

　
　
で
は
、
一
体
ど
の
位
の
水
を
使
っ
て

　
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
村
の
水
道
で
は

　
　
一
人
一
日
に
約
二
百
リ
ッ
ト
ル
の
水
が

　
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
自
然
の
水
の
っ
く
り
か
え

　
　
地
勢
と
気
候
に
恵
ま
れ
た
我
が
国
で

　
は
「
水
は
天
か
ら
の
貰
い
水
」
と
か
申

　
…
て
購
欝
紅
し
た

蝋
ま
継
鱒
法
籍
猷

70
々■

◆
6曜

の”’㌔
すチ

“％“如、“贈触’妬噸ゆ㌔’㌔拶㌔潤舳鴨’鮪鞠も

一悔“’㌔
ロ語，

舵鴨’鰍｝’舶鴨♂へ
鞠
し
て
安
易
な
考
え
方
が
い
ま
だ
に
残
っ

じ

一へ

“
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
生
活
水
準
が
向

一う
ロ

，
上
し
大
量
の
水
が
必
要
に
な
っ
た
今
日

妬鴨ノ

．
で
は
、
井
戸
水
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん

％ヂゆ
％
　
天
然
の
水
を
水
道
施
設
に
よ
っ
て
人

リリ

㌔
体
に
害
の
な
い
よ
う
に
浄
水
し
て
、
各

ザ
　
け

、
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
る
の
で
す
。

一
　
けな

，
　
汲
み
上
げ
た
水
は
飲
料
と
し
て
は
不

　
“う

一
適
当
で
す
の
で
規
定
の
塩
素
を
注
入
し

加撒
消
乗
必
藩
な
り
専
の
で
、
塩
素

顯
の
縫
難
野
て

繍
す
で
に
、
有
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
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県
営
江
南
土
地
改
良

昭
和
四
十
七
年
度
の
工
事
完
成

　
農
地
の
基
盤
整
備
を
目
的
と
し
た
御

正
地
区
三
百
ヘ
グ
タ
ー
ル
の
田
畑
を
土

地
改
良
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
い

間
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
が
幸
い
県
営

事
業
と
し
て
採
択
に
な
り
、
そ
の
初
年

度
の
工
事
二
十
七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

五
月
中
旬
に
完
工
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
ま
で
の
五
力
年
間

で
全
域
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

　
時
代
の
進
展
に
よ
っ
て
、
農
業
経
営

も
従
来
の
作
業
体
系
を
改
善
し
、
省
力

化
し
て
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
た
め
、

各
種
大
型
機
械
の
導
入
が
必
要
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
完
成
後
は
お
ど
ろ
く
程
の
生
産
力
と

稼
働
労
力
の
節
減
に
、
今
か
ら
そ
の
成

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
内

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

◇
土
地
区
画
整
理
は
、
な
ぜ
必
要
か

　
人
口
が
ど
ん
ど
ん
増
加
し
始
め
ま
す

と
、
住
宅
・
店
舗
・
工
場
な
ど
が
道
路

や
排
水
の
不
完
全
な
土
地
に
、
無
計
画

に
建
築
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
土
地
の
形
状
が
悪
か
っ

た
り
袋
地
が
多
く
で
き
て
し
ま
い
ま
す

　
ま
た
、
子
供
達
の
遊
ぶ
施
設
・
公
共

の
施
設
を
失
い
、
わ
か
り
に
く
い
場
所

生
活
に
不
便
な
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
村
で
は
人
口
増
加
地
区

を
市
街
化
区
域
と
し
て
知
事
よ
り
指
定

を
う
け
、
第
一
期
と
第
二
期
に
工
期
を

分
け
て
、
整
然
と
し
た
街
づ
く
り
に
着

手
い
た
し
ま
す
。

◇
土
地
区
画
整
理
事
業
は

　
　
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
か

　
第
一
期
事
業
は
五
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
に
着
工
し
、

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
に
完
成
の
予
定

で
す
。
第
二
期
事
業
は
四
十
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、
昭
和
五
十
年
に
着
工
し
昭
和

五
十
五
年
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
大
事
業
は
、
土
地
所
有
者
造
地

権
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
理
解
が

な
け
れ
ば
進
め
て
ま
い
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
に
よ
っ
て
減
歩

保
留
地
・
過
少
宅
地
・
区
画
街
路
・
換

地
な
ど
の
事
業
計
画
を
つ
く
り
、
皆
さ

ま
の
所
有
地
を
事
業
施
行
前
の
土
地
の

　
　
　
　
議

　
　
　
　
協

●土地区画整理事業の順序

事業計画
　　　　の作成
施行規程

知事の認可
土地区画整理審議委員の選挙15人

　　　　　　　　　　　1
土地評価委員の選任5人

仮換地の指定
工　事
移転補償

換地処分 登　　記 清　　算 完　　了

※なお詳しくは役場建設課へお問い合せ下さい。有線3751

状
態
に
相
応
し
た
、
し
か
も
整
っ
た
新

し
い
土
地
を
仮
換
地
し
た
あ
と
で
、
道
。

鷺
灘
籠
課
醗
艸
揚
博
…
無

の
勤
講
羅
熱
…

っ
て
－
か
な
＄
　
礁

　
道
路
改
良
舗
装
の

整
備
計
画

お知らせ

　一漁
ヤ岬轄ッ

　
本
年
度
ば
九
路
線
六
千
九
百
三
十
η

　
地
域
経
済
・
文
化
・
社
会
活
動
の
基

礎
的
条
件
で
あ
る
交
通
機
関
の
う
ち
、

道
路
の
果
す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
広
域
的
な
立
場
か
ら
国
・

県
な
ど
の
道
路
網
整
備
計
画
に
そ
っ
て

一
級
お
よ
び
二
級
村
道
の
設
定
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
住
民
の
生
活
圏
・
部
落

間
の
秩
序
あ
る
道
路
体
系
を
本
村
の
立

地
条
件
と
土
地
利
用
計
画
に
合
わ
せ
て

計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
網
が
整
備
さ
れ
ま
す
と

自
動
車
等
の
交
通
量
は
急
激
に
増
加
し

一
般
の
交
通
に
支
障
を
き
た
す
ほ
か
、

交
通
事
故
の
基
に
も
な
り
か
ね
ま
す
の

で
、
交
通
安
全
施
設
と
L
て
道
路
照
明

灯
・
反
射
鏡
・
道
路
防
護
棚
お
よ
び
道

路
標
識
な
ど
を
多
く
設
け
て
、
地
域
住

民
の
安
全
を
ま
ず
考
え
、
計
画
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

凸
　
新
し
い
顔
ぶ
れ

　
　
四
月
一
日
よ
り
新
し
い
年
度
を
迎
え

　
学
校
の
先
生
方
や
役
場
の
職
員
な
ど
次

べ
の
と
お
り
異
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

べ　砂，
・o

※
教
職
員
異
動

　
転
入

　
▽
南
小
学
校

　
教
頭
柿
沼
淑
夫
（
熊
谷
東
小
）
教
諭
吉

　
浜
都
田
小
）
養
護
和
田
ト
ミ
子
（
熊
谷

　
佐
谷
田
小
）

　
▽
北
小
学
校

ザ
塚
久
夫
（
花
園
小
）

㌔
｝
田
芳
雄
（
妻
沼
西
中
）
宇
田
昌
枝
（
横

一％碑ヂ

糎
教
諭
高
田
和
（
江
南
南
小
）
渡
辺
春
美

吻“わ

一
　
（
新
採
用
）
事
務
久
米
広
子
（
熊
谷
久

ル

・
下
小
）

“
▽
江
南
中
学
校

h
ロ

“
教
諭
三
好
悦
史
（
新
採
用
）
木
村
真
千

㌔
一
子
（
新
採
用
）

げ
～
転
出

ボ
い
▽
南
小
学
校

の

、
教
頭
青
木
敬
一
（
熊
谷
富
士
見
中
）
芝

“一㌔

し

）

し
）
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常
備
消
防
発
足
の
大
き
な
期
待
を
背

負
っ
て
こ
の
程
江
南
出
張
所
の
庁
舎
が

落
成
し
、
二
月
よ
り
須
藤
正
作
所
長
以

下
十
二
名
の
消
防
職
員
が
日
夜
を
わ
か

ち
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
従
来
の
江
南
村
消

防
団
の
組
織
替
が
行
な
わ
れ
、
中
央
・

曲o勝鼎
．

曲くフひ慕

　
難

、
難

　
　
嚢

　
駿

南
・
北
の
車
輔
分
団
が
今
ま
で
ど
お
り

江
南
消
防
団
と
し
て
残
り
、
他
の
可
搬

ポ
ン
プ
を
持
つ
各
分
団
は
区
長
さ
ん
を

中
心
と
し
た
自
警
消
防
と
し
て
近
隣
火

災
に
備
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
火
災
・
救
急
車
は
一
一
九
番
へ

　
江
南
出
張
所
有
線
番
号
三
七
七
七

　　　　　　　　　　灘
　　　　　　艦

曲Φ鼎曲oや鼎

　
七
月
一
日
か
ら
一
才
未
満
の
乳
児
の

医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
国
民
健
康
保
険
や
社
会

保
険
な
ど
で
、
本
人
が
負
担
し
た
分
に

懸
㎜

鐵
騰

つ
き
県
と
村
と
で
費
用
を
出
し
合
い
、

助
成
す
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
給
の
対
象
と
な
る
者
は
、
江
南
村

に
住
所
を
有
し
、
国
保
・
社
保
等
に
加

入
し
て
い
る
一
才
未
満
の
乳
児
の
保
護

者
で
す
。
（
所
得
の
制
限
は
な
し
。
）

　
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
乳

児
医
療
受
給
資
格
の
登
録
申
請
書
を
村

長
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
申
請
の
時
期
・
方
法
等
に
つ
い
て
は

後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

老
令
年
金
の
増
額
が
決
定

　
本
村
の
老
年
者
に
支
給
し
て
い
る
年

金
が
、
本
年
度
か
ら
次
の
よ
う
に
増
額

改
正
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
（
年
額
）

　
七
十
才
か
ら
七
十
九
才
　
　
三
千
円

　
八
十
才
か
ら
八
十
四
才
　
　
四
千
円

　
八
十
五
才
以
上
　
　
　
　
　
五
千
円

《　

　
朝
の
三
原
則
で
す

グ　　
　
百
十
六
人
、
こ
れ
は
県
下
に
お
け
る

　
昨
年
中
の
こ
ど
も
の
交
通
事
故
に
よ
る

卿
死
者
数
で
す
。
こ
と
し
も
・
三
月
末
現

ヂ薙
で
二
＋
八
人
囎
確
い
こ
ど
も
の

《梯　
犠
牲
者
が
で
て
㌧
ま
す

　
　
お
か
あ
さ
ん
方
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

　
な
お
、
対
象
者
ば
明
治
三
十
六
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

善
意
に
感
謝

　
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
婦
人

民
生
委
員
・
婦
人
会
の
ご
協
力
に
よ
り

さ
る
三
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
善
意
の

オ
ム
ツ
持
ち
寄
り
運
動
を
実
施
し
、
期

間
中
に
四
百
五
十
枚
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。　

寄
せ
ら
れ
た
オ
ム
ツ
は
、
村
内
の
ね

た
き
り
老
人
や
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
方
に
お
分
け
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
ご
報
告

申
し
上
げ
、
感
謝
い
た
七
ま
す
。
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撒解　
そ
サ
セ
も
ゑ
き
ゆ
き
セ
ド
き
な
ゑ
ゆ
と
ゆ
そ
ひ
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
安
全
コ
ー
ナ
ー
あ
れ
こ
れ
　
　
　
時
間
ぎ
り
ぎ
り
に
家
を
出
し
ま
す
と
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遅
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
込
み
、
ま
　
一

　
　
　
保
護
者
の
み
な
さ
ん
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

卿卿　
し
て
、
お
子
さ
ん
の
安
全
を

　
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
気
持
ち
よ
く
送
り
出
す

わ
り
の
交
通
に
か
ま
わ
ず
か
け
出
し
た

り
、
と
び
出
し
た
り
し
て
事
故
に
あ
い

や
す
い
も
の
で
す
。

。
忘
れ
物
を
さ
せ
な
い

　
登
校
の
途
中
で
忘
れ
物
に
気
が
つ
き

引
き
返
し
た
と
き
な
ど
「
学
校
に
遅
れ

ま
い
」
と
い
う
心
理
が
手
伝
い
、
無
理

な
横
断
な
ど
を
し
て
事
故
の
原
因
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
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⑫網
α力叢

集

▽
北
小
学
校

事
務
高
橋
あ
さ
の
（
北
本
北
小
）

▽
江
南
中
学
校

教
諭
栗
田
庄
平
（
熊
谷
東
中
）
助
教
諭

石
川
恵
子
（
行
田
太
田
中
）

※
役
場
職
員
異
動

助
役
茂
木
秋
広
（
四
月
十
六
日
退
職
）

収
入
役
笠
原
近
（
四
月
二
日
付
退
職
）

収
入
役
大
沢
金
光
（
総
務
課
）

・
総
務
課
長
今
井
明
（
税
務
課
）
大
久

保
正
義
（
新
採
用
）

・
住
民
課
柴
芳
信
（
総
務
課
）
寺
山
重

雄
（
新
採
用
）
松
本
重
子
（
新
採
用
）

・
税
務
課
長
長
岡
一
茂
（
同
課
補
佐
）

同
課
補
佐
長
倉
宏
昌
（
同
課
）
橋
本
誠

也
（
産
業
課
）

・
産
業
課
補
佐
舟
橋
秀
一
（
同
課
）
森

道
子
（
住
民
課
）

・
土
地
改
良
課
補
佐
永
里
二
千
里
（
産

業
課
）

・
建
設
課
補
佐
新
井
理
一
（
土
地
改
良

課
）
安
藤
喬
司
（
企
画
課
）

役
職
員
交
替

洗一一〃
学
校
に
出
か
け
る
前
に
叱

っ
た
り
し
て
、
こ
ど
も
を
暗

い
気
持
に
さ
せ
な
い
。

・
早
目
に
家
か
ら
送
り
出
す

讐裂

ね

（
括
弧
内
前
任
者
）

響
区
長

繁
江
川
蔽
讐
羅
）

繍
一
二
本
．
長
谷
川
高
雄
（
新
井
忠
重
）

　
嫌
嚇
鐘
島
正
雄
）
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《同和問題》

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
に

腕
は
ー
』
じ
め
、
に

”
部
落
は
ど
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
か
U

　
　
今
日
、
部
落
問
題
（
部
落
差
別
徹
廃

　
　
の
問
題
）
は
、
国
民
の
課
題
と
し
て
認

　
　
識
さ
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
よ
う
や

　
　
く
に
し
て
拡
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
部
落
差
別
の
現
実
が
あ
る
限
り
日
本

　
　
に
お
け
る
真
の
民
主
主
義
は
あ
り
え
ず

　
　
基
本
的
人
権
を
真
正
面
か
ら
ふ
み
に
じ

　
　
る
差
別
の
現
実
を
残
す
か
ぎ
り
、
日
本

　
　
国
民
の
自
由
も
ま
た
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　
　
　
部
落
解
放
同
盟
は
、
今
日
ま
で
差
別

　
…
と
斗
い
、
五
十
年
を
超
え
る
運
動
を
展

　
　
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
運
動
の

　
・
成
果
は
、
百
年
前
の
明
治
四
年
八
月
二

　
㎝
十
八
日
、
時
の
明
治
政
府
に
よ
っ
て
だ

　
慧
れ
九
「
解
放
令
」
（
太
政
官
布
告
第

　

六
十
一
号
）
の
空
文
化
を
き
び
し
く
指

　
　
弾
し
、
i
そ
の
解
放
令
を
具
体
化
す
る
方

　
　
　
す
な
わ
ち
、
、
部
落
問
題
解
決
が
行
政

　
　
と
を
朋
確
に
捉
え
、
き
ら
に
具
体
的
方

　
　
策
を
示
し
た
「
同
和
対
策
審
議
会
」
答

　
　
申
を
昭
和
四
十
年
八
月
に
か
ち
と
り
、

　
　
昭
和
四
十
四
年
七
月
に
は
、
「
答
申
」

　
一
の
完
全
実
施
を
法
的
に
裏
付
け
た
「
同

白
…
向
を
か
ち
と
り
つ
つ
あ
り
ま
す
つ

1月
あ
責
務
で
あ
り
国
民
の
課
題
で
あ
る
こ

い
5
・

隼
．

始和昭
…

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
の
制
定
公

布
に
よ
っ
て
、
今
日
、
問
題
解
決
の
た

め
に
積
極
的
取
り
組
み
が
な
さ
れ
つ
つ

あ
る
現
状
を
つ
く
り
出
し
て
き
ま
し
た

　
し
か
し
今
日
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
部
落
問
題
に
関
す
為
正
し
い
認

識
は
」
な
か
な
か
多
く
の
人
々
の
も
つ

と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
こ
と
は
多
く
の
差
別
の
現
実
が

具
体
的
に
物
語
り
、
伺
時
に
一
日
も
早

い
完
全
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
が
切

望
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
「
広
報
こ
う
な
ん
」
の
誌
上
の

一
部
を
提
供
さ
れ
、
せ
っ
か
く
部
落
問

題
啓
蒙
の
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、
こ

の
際
、
多
く
の
村
民
の
正
し
い
認
識
の

上
に
た
っ
た
問
題
解
決
を
推
し
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

部
落
差
別
の
歴
史
と
現
状

　
部
落
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
人
種
起

源
説
、
宗
教
的
起
源
説
、
職
業
的
起
源

説
、
政
治
的
起
源
説
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
考
え
方
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
す
べ
て
は
き
わ
め
て
非
科
学
．
、

的
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
差
別
を
合
理

（
そ
の
一
）

化
す
る
歴
史
観
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
　
「
同
対
審
」
答
申
に
も

そ
の
こ
と
は
強
く
記
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
ば
誌
面
の

都
合
で
別
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は

部
落
問
題
（
一
言
に
い
っ
て
差
別
の
問

題
）
が
ど
の
よ
う
に
は
じ
ま
り
、
ど
の
・

よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
を
、
人
間
の
差

別
一
般
の
始
ま
り
を
考
え
な
が
ら
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
日
本
の
歴
史
の
な
か
で
差
別
（
身
分

差
別
－
部
落
差
別
の
根
源
で
あ
る
身
分

制
）
が
発
生
し
た
の
は
、
紀
元
前
一
世

紀
頃
か
ら
小
さ
な
国
家
群
が
わ
か
れ
、

そ
の
後
、
女
王
卑
弥
呼
の
邪
馬
台
国
（

中
国
大
陸
と
の
往
来
を
行
な
い
身
分
制

の
影
響
を
受
け
た
）
の
な
か
に
身
分
制

（
奴
隷
制
）
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
、

身
分
差
別
を
行
な
っ
た
こ
と
が
そ
の
出

発
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
国
家
郡
は
そ
の
後
次
第
に

中
央
に
集
権
し
、
専
制
国
家
へ
と
成
長

し
、
大
陸
と
の
積
極
的
交
際
を
行
な
い

大
和
朝
廷
に
統
一
さ
れ
、
天
皇
絶
対
の

古
代
専
制
国
家
へ
発
展
し
て
身
分
制
は

強
ま
り
、
差
別
が
現
実
的
に
政
治
制
度

化
さ
れ
た
の
が
六
百
四
十
五
年
の
大
化

改
新
に
よ
る
変
革
と
律
令
の
政
治
体
制

に
よ
る
良
民
、
賎
民
の
法
制
的
な
身
分

差
別
で
あ
り
ま
し
た
。

　
賎
民
は
五
色
の
賎
民
と
称
さ
れ
、
奴

隷
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
差
別
さ
れ

る
存
在
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
古

代
賎
民
は
律
令
体
制
下
の
大
き
な
特
権
、

を
有
す
る
貴
族
等
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら

れ
、
さ
ら
に
、
負
担
の
重
い
農
民
は
そ

の
負
担
か
ら
逃
亡
し
、
賎
民
の
逃
亡
（

班
田
か
ら
の
）
は
拡
ま
り
、
律
令
体
制

の
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
中
世
に
な
る
と
、
河
原
と
か
散
所
と

い
う
無
税
の
土
地
に
人
々
が
定
住
し
、

賎
民
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
先
に
の
べ
た
古
代
賎
民
の

系
譜
に
属
す
る
人
も
あ
り
、
重
圧
か
ら

の
逃
亡
者
な
ど
が
そ
こ
に
入
っ
た
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
社
会
の
姿
の
変

化
の
な
か
か
ら
、
武
士
階
級
が
発
生
し

成
長
し
て
き
ま
す
。
こ
の
時
代
の
賎
民

は
文
化
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
銀
閣
寺
の
造
園
者
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
善
阿
弥
は
河
原
者
で
あ
り
ま

す
。
あ
る
い
は
「
能
」
の
大
成
者
観
阿

弥
、
世
阿
弥
も
乞
食
の
所
行
と
い
わ
れ

る
差
別
の
対
象
者
で
し
た
。

　
中
世
は
動
乱
に
よ
り
大
き
な
変
革
を

と
げ
ま
し
た
。
土
一
揆
、
国
一
揆
な
ど

の
百
姓
の
団
結
し
た
力
の
成
長
や
、
こ

う
し
た
斗
い
に
深
い
関
連
の
あ
る
賎
民

の
脱
賎
民
化
の
姿
等
の
な
か
で
、
古
代

貴
族
は
没
落
し
、
社
寺
も
お
ち
ぶ
れ
、

　
一
介
の
浪
人
、
へ
野
人
が
風
雲
に
乗
じ
て

大
名
と
な
っ
て
い
く
よ
う
に
下
剋
上
が

生
ま
れ
、
斉
藤
道
三
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
賎
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
が
大
名
と

な
っ
て
い
き
ま
じ
た
。
こ
う
し
た
激
動

の
中
で
、
賎
民
も
又
百
姓
、
商
人
、
武

士
に
転
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
中
に
は

戦
国
大
名
の
統
制
下
に
賎
民
と
し
て
く

・
み
こ
ま
れ
る
人
も
お
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
戦
国
時
代
を
統
』
し
た
豊

臣
秀
吉
は
、
戦
国
大
名
の
百
姓
や
家
臣

統
制
、
身
分
統
制
策
を
確
立
し
て
い
き

ま
し
た
。
検
地
、
刀
狩
の
政
策
に
よ
っ

て
封
建
制
度
の
基
礎
を
確
立
し
ま
し
た

権
力
に
よ
る
固
定
化
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
基
礎
は
徳
川
幕
藩
体
制
に
よ
っ
て

完
全
な
封
建
秩
序
に
完
成
し
ま
し
た
。

徳
川
将
軍
家
を
頂
点
と
す
る
ピ
ラ
、
・
・
ッ

ト
型
に
よ
る
身
分
階
層
の
制
度
化
、
す

な
わ
ち
、
士
・
農
・
工
・
商
・
エ
タ
・

非
人
の
身
分
体
制
の
確
立
で
す
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

搾
取
の
体
制
、
農
民
よ
り
の
年
貢
の
強

制
的
搾
取
を
容
易
に
す
る
た
め
の
目
的

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
”
上
見
て
暮
す

な
下
見
て
暮
せ
”
の
思
想
、
分
に
応
ぜ

よ
と
い
う
思
想
と
共
に
、
人
民
を
身
分

制
に
よ
っ
て
、
ば
ら
ば
ら
に
分
裂
支
配

す
る
封
建
制
度
の
維
持
に
そ
の
身
分
制

　の

意
義
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
は
げ
し
い
搾
取
は
大
ぎ
な
矛
盾

と
な
り
、
百
姓
の
団
結
や
逃
亡
、
流
浪

者
の
激
増
と
い
う
な
か
で
、
差
別
分
裂

）
）

）
）
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の
政
治
は
強
化
さ
れ
、
居
住
、
風
俗
、

職
業
、
交
際
の
社
会
生
浩
の
す
べ
て
に

』
わ
た
り
激
し
い
差
別
を
「
エ
タ
」
「
非

人
」
の
身
分
の
人
々
に
強
要
し
ま
し
た

人
々
の
住
め
な
い
、
・
農
耕
の
で
き
な
い

土
地
に
押
し
こ
め
、
苦
し
め
、
…
社
会
の

且
が
そ
の
人
々
に
向
け
ら
れ
る
社
会
的

な
生
活
実
態
を
作
り
出
し
た
わ
け
で
す

　
・
ご
0
極
端
な
差
別
の
例
は
、
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
に
江
戸
山
谷
の
エ
タ

の
一
人
が
、
あ
る
稲
荷
の
縁
日
に
参
詣

し
、
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
神
が
汚
れ
る
と

さ
わ
ぎ
た
て
た
土
地
の
若
い
者
に
叩
ぎ

殺
ざ
れ
る
事
件
が
お
こ
り
ま
し
た
。

　
弾
左
衛
門
（
浅
草
に
住
む
関
八
州
の

覇
、
、

蝶

エ
タ
頭
）
は
奉
行
に
訴
え
て
下
手
人
の

死
罪
要
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
奉
行
は

「
エ
タ
の
身
分
は
平
民
の
七
分
の
一
で

あ
る
か
ら
、
七
人
の
エ
タ
が
殺
さ
れ
た

の
で
な
け
れ
ば
町
方
か
ら
一
人
の
下
手

人
は
出
せ
な
い
」
と
い
う
判
決
を
し
ま

し
た
。
ま
さ
に
封
建
制
権
力
の
あ
り
の

ま
ま
の
姿
が
そ
こ
に
は
如
実
に
現
わ
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
関
東
の
大
部
分
の
部
落
は
、
こ
の
弾

左
衛
門
の
統
制
下
に
あ
っ
て
、
街
道
筋

店
場
の
街
は
ず
れ
の
一
角
に
少
人
数
で

居
住
さ
せ
ら
れ
、
街
道
、
店
場
の
警
備

治
安
に
あ
た
っ
た
長
吏
と
い
う
仕
事
に

従
事
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
差
別
の
き
び
し
い
徹
底
的
な

同和問題研修会のもよう

取
締
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
不

満
を
ぶ
っ
つ
け
た
長
吏
と
い

う
職
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
々

に
対
し
、
一
般
民
衆
は
深
い

憎
悪
の
念
を
持
ち
、
更
に
き

び
し
い
差
別
を
行
な
う
と
い

う
、
ま
さ
に
分
裂
支
配
の
典

型
的
な
姿
で
あ
っ
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

　
徳
川
封
建
制
は
明
治
維
新

の
改
革
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、

明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）

太
政
官
布
告
第
六
十
一
号
、

い
わ
ゆ
る
解
放
令
が
だ
さ
れ

ま
し
た
（
エ
タ
、
非
人
の
称

を
廃
し
自
今
平
民
同
様
た
る

べ
き
こ
と
）
。
こ
の
解
放
令

よ
り
百
一
年
を
経
過
し
た
今
日
、
な

お
、
部
落
差
別
は
根
を
た
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
「
解
放
令
」
に
も
か
か
わ
ら
ず

百
年
間
部
落
差
別
が
社
会
の
中
に
厳
然

と
し
て
残
っ
た
わ
け
で
す
。
三
百
年
の

差
別
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
つ
べ
き

「
解
放
令
」
は
、
全
く
一
片
の
空
文
に

終
わ
っ
た
わ
け
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ

の
解
放
令
の
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
こ
そ
が

問
題
解
決
の
方
途
を
指
し
示
す
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
「
解
放
令
」
に
は
何
ら
の

裏
付
け
も
伴
わ
な
い
と
い
う
点
で
、
そ

の
第
一
の
矛
盾
が
存
在
L
て
お
り
ま
す

　
さ
ら
に
、
「
解
放
令
」
を
一
片
の
空

文
に
し
た
明
治
政
府
の
意
図
的
政
策
が

第
二
の
問
題
で
す
。
明
治
以
降
、
発
展

す
る
資
本
主
義
の
仕
組
み
の
た
め
に
は

部
落
差
別
の
存
在
が
必
要
で
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
の
こ
と
は
徳
川
封
建
制
に

お
け
る
部
落
差
別
の
社
会
的
存
在
意
義

（
部
落
民
を
直
接
圧
迫
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
大
多
数
の
農
民
か
ら
の

搾
取
と
収
奪
の
手
段
と
し
て
、
そ
れ
ら

の
不
満
の
し
ず
め
石
と
し
て
、
さ
ら
に

民
衆
の
分
裂
支
配
と
い
う
目
的
）
と
本

質
的
に
は
何
ら
変
ら
ず
、
資
本
の
原
始

的
蓄
積
手
段
と
し
て
の
存
在
の
意
義
が

あ
っ
た
。
部
落
差
別
を
巧
み
な
仕
組
み

の
中
で
残
し
て
行
く
方
策
を
こ
う
じ
た

の
で
す
。

　
す
な
わ
ち
、
第
一
点
は
明
治
五
年
の

壬
申
戸
籍
の
制
度
で
す
。
こ
の
戸
籍
に

は
当
時
の
身
分
、
職
業
、
出
生
の
一
点

一
点
が
明
記
さ
れ
従
来
差
別
さ
れ
て
き

た
部
落
大
衆
を
新
平
民
と
し
て
記
録
し

差
別
観
念
を
残
す
原
因
を
作
り
出
し
ま

し
た
。
こ
の
戸
籍
は
昭
和
四
十
三
年
ま

で
厳
然
と
し
て
存
在
し
、
多
く
の
部
落

の
人
達
が
就
職
、
結
婚
、
教
育
の
道
を

閉
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
第
二
は
経
済
的
な
裏
付
け
が
全
く
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
点
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
今
日
多
く
の
部
落
大
衆
の
低
生
活

低
経
済
の
起
因
と
な
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
差
別
の
代
償
と
し
て
徳
川
三
百
年

間
の
最
低
限
の
生
活
の
裏
付
と
な
っ
て

い
た
特
権
的
職
業
（
皮
革
産
業
）
さ
え

大
資
本
の
進
出
の
中
で
奪
わ
れ
、
惨
め

な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　
農
村
に
お
け
る
問
題
も
全
く
同
様
で

あ
り
ま
す
。
土
地
を
持
た
な
い
部
落
大

衆
の
多
く
は
、
最
も
条
件
の
悪
い
小
規

模
な
農
地
を
、
高
い
小
作
料
を
払
っ
て

生
活
の
か
て
に
す
る
と
い
う
、
日
本
の

旧
地
主
制
を
最
低
辺
で
支
え
る
生
活
を

強
い
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、
第
三
の
問
題
は
、
社
会
全

体
の
意
識
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
三
百

年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
つ
ち
か
わ
れ

た
差
別
観
念
は
、
こ
う
し
た
明
治
政
府

の
意
図
的
政
策
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ

何
ら
変
る
こ
と
な
く
、
今
日
ま
で
残
さ

れ
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
数
々
の
問

題
こ
そ
が
「
解
放
令
」
以
降
百
一
年
も

経
過
し
た
今
日
な
お
、
差
別
の
存
在
す

る
原
因
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
ま
さ
に
差
別
行
政
の
結
果
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

灘灘㎜欝　
　
果
物
の
な
る
樹

　
昔
、

枝
ぶ
り

の
よ
い

お
い
し

い
実
の

な
る
老

樹
が
あ

り
ま
し

た
．
。

　
王
さ
ま
は
、
そ
の
実
を
と
ら
せ
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
高
く
て
と
れ
ま

せ
ん
。
切
り
倒
し
て
、
や
っ
と
そ
の

実
を
と
ら
せ
て
召
し
あ
，
が
り
ま
し

た
。　

そ
し
て
、
次
の
年
、
み
ご
と
な
実

り
の
秋
が
き
た
の
で
、
そ
の
木
を
立

て
て
み
ま
L
た
が
、
枯
れ
て
し
ま

い
、
果
実
ど
こ
ろ
か
枝
も
葉
も
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
（
イ
ソ
ド
民
話
）

　
　
一
時
の
利
慾
に
惑
わ
さ
れ
て
い
そ
の
根
本

　
を
失
う
と
、
再
び
立
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
・

　
り
ま
す
。
　
　
『
　
　
　
　
、
・
・

　
選
挙
の
と
ぎ
、
金
銭
や
品
物
に
惑
わ
さ
れ

　
て
一
票
を
売
っ
て
し
ま
う
と
、
立
派
な
政
治

　
に
隷
る
福
利
を
受
け
ら
れ
な
㎡
噸
り
ま
事
。

　
　
　
　
　
、
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税
の
コ
ー
ナ
r

地
方
税
法
の

［
部
改
正
に
つ
い
て

　
昭
和
四
十
八
年
度
の
地
方
税
の
う
ち

特
に
村
県
民
税
と
固
定
資
産
税
の
改
正

点
に
つ
ぎ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
村
・
県
民
税

　
各
種
の
諸
控
除
の
引
上
げ
は
例
年
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
本
年
度
も
実
施
さ

れ
、
未
成
年
者
・
障
害
者
・
老
年
者
・

寡
婦
の
場
合
は
四
十
三
万
円
以
下
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
村
民
税
に
お
い

て
は
百
五
十
万
円
以
下
の
課
税
所
得
の

場
合
に
税
率
の
き
り
下
げ
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
の
で
、
税
金
が
安
く
な
り
ま
す

・
固
定
資
産
税

　
ご
存
知
の
と
お
り
固
定
資
産
税
は
、

土
地
・
家
屋
と
償
却
資
産
の
所
有
者
に

対
し
》
そ
の
資
産
の
有
し
て
い
る
価
値

，
（
利
用
・
換
価
）
に
着
目
し
て
、
古
く

か
ら
あ
っ
た
税
で
す
が
、
課
税
は
時
価

を
基
準
に
し
て
行
な
う
こ
と
が
建
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
地
な
ど
は
、
お
金
の
値
打
ち
に
よ

り
大
ぎ
ぐ
変
動
し
ま
す
の
で
、
三
年
ご

ど
に
基
準
年
度
を
設
け
て
、
一
筆
一
筆

の
価
額
を
ぎ
め
て
お
り
ま
す
。

　
方
法
は
昭
和
三
十
八
年
度
の
価
額
を

基
準
に
し
て
、
地
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

の
土
地
（
農
地
は
除
く
）
を
、
地
域
の

地
価
の
上
昇
率
を
参
考
に
し
て
行
な
り

て
い
ま
す
が
、
本
年
が
そ
の
基
準
年
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
宅
地
等
の
課
税
の
面
で
個
人

と
法
人
の
所
有
地
を
区
分
し
、
法
人
に

つ
い
て
は
大
巾
な
増
税
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
個
人
の
土
地
で
も
宅
地
で
．

三
十
％
山
林
そ
の
他
の
土
地
で
，
一
〇
％

は
上
が
る
予
定
で
す
。

　
そ
し
て
昭
和
五
十
年
度
に
は
実
勢
の

土
地
価
額
に
、
固
定
資
産
税
の
課
税
価

額
を
近
づ
け
て
ゆ
く
よ
う
に
改
正
が
行

な
わ
れ
、
地
価
対
策
と
し
て
の
土
地
税

制
が
更
に
一
歩
前
進
を
し
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
免
税
点
の
引
上
げ
の
改
正
が

次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

o
土
　
地
十
五
万
円
（
八
万
円
）

・
家
屋
八
万
円
（
五
万
円
）

・
償
却
資
産
　
百
万
円
（
三
十
万
円
）

　
以
上
で
改
正
の
概
要
を
述
べ
ま
し
た

が
、
詳
し
く
は
税
務
課
の
担
当
よ
り
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

r、周一へr《セー《》ρ～《》’麹｝へ一｛』漣』㌘

～　5月の納税　ぐ
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

（　固定資産税……第1期分　　　　～
オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　も

（軽自動車税……全期　　　　　ノ
モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

く固定資産税の第1期分について～

《は、昭和48年度に限り5月納期～

（と致しました　　　　　　　ヲ
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
（◇期限内完納にご協力を！　　　》
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
《“一闘r》餌》圃r》角》鴨）一r）・ヤ》・｝鴨》ρ畦

りよ税務’だ

　　まちがいやすい印紙税
　契約書や借用証、領収証、通帳などを作成したい
ときは印紙税がかかりますから、収入印紙をはり忘
れないようにご注意ください。
　印紙税がかかるかどうかは実質で判断しますσ一1
　たとへば、請求書と標題が書いてあっても、「相

済」r了」などとしるしたものは、金銭の受取書と
なります。

　では、印紙税についてまちがいやすい、いくつか
の例をあげてみましょう。

1．「印紙」の必要なもの

　（1）仮受取書…あとで本受取書を発行する場合でも
　　かかります。
　（2）正副二通の契約書…双方にかかります。しかし
　　単に控えを作成したもので、契約の効力のない
　　ものはかかりません。
　（3）売渡証書…土地を売買したときに、さらに売渡
　　証書を作成した場合には、双方にかかります。
　（4）覚書、念書、差入書、契約内容を証明するもの

　　はかかります。
　（5）印鑑証明の交付を受けるための委任状…印鑑証

　　明を役場などへとりに行く場合はかかります。
2．r印紙」の不必要なもの
　（1）営業に関しない受取書

　　寄付金、会費の受取書、営業をしていない農家
　　やサラリーマソの方などが土地代金などを受領
　　した場合に作成する受取書
　（2）工事引渡書

　　請負人が完成した建物などを引渡す際の引渡書
　（3）遺産分割協議書

　　相続人が遺産を分割する際に作成する協議書
　（4）もっぱら金銭を受領するためのもので、営業に
　　関しない委任状
　（5）交通事故の示談書

　（6）物品の預り証

　　　以上、税務署からのお便りについて、ご不明
　　な点はご遠慮なく
　　　電話（21）一2905熊谷税務署でおたずねくだ
　　さい。
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ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
　
　
　
　
　
（
．
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
健
康
で
明
る
い
人
造
り
を
目
的
と
し

て
、
下
記
の
と
お
り
会
員
を
、
募
集
し

て
い
ま
す
。

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

一
練
習
日
時
…
毎
月
第
一
第
二
日
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら

二
練
習
会
場
…
江
南
北
小
学
校
体
育
館

三
会
員
資
格
…
十
八
才
以
上
（
学
生
を

　
　
　
　
　
の
ぞ
く
）

四
会
　
　
費
…
無
料

五
指
導
体
制
…
江
南
村
体
育
指
導
委
員

六
参
加
申
込
…
江
南
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
住
所
・
氏
名
・
年
令
に

　
　
　
　
　
よ
り
申
込

きびしくなる青空駐車

　　車庫規制全市町と

　　七村に拡大

　
車
庫
が
な
け
れ
ば
自

動
車
の
保
有
を
認
め
な

い
と
い
う
「
車
庫
規
制

法
」
が
六
月
か
ら
県
内

全
市
に
、
ま
た
十
二
月

か
ら
は
全
町
と
本
村
を

含
め
た
七
村
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
路
上
な
ど
に
放
置
し

た
青
空
駐
車
は
き
び
し
く
規
制
さ
れ
ま

す
。

電
気
安
全
ス
ポ
ッ
ト

　
時
々
、
コ
ー
ド
や
プ
ラ
グ
の
点
検
を

何
で
も
な
い
と
思
っ
て
使
っ
て
い
る
電

気
器
具
の
コ
ー
ド
や
プ
ラ
グ
な
ど
が
古

く
な
っ
た
り
、
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
る
と

思
わ
ぬ
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
時
折
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
外
出

が
多
い
季
節
で
す
。
お
出
か
け
前
に
は

電
気
の
戸
締
り
も
お
忘
れ
な
く

TEL22－4502

」
ノ
と
じ

）

て
保
存

い
つ
か

い
た
し
ま
し

お
役
に
立
つ

よ
う

と
き
が

あ
り
ま
す

・）
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